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【目的（方法）

形態、採算面、

いて述べる。

家　　族

セルフ･エンブロイド」女性たちの生活と意識

　　　　　　　゛　　　　　　　一世田谷区での1991年調査を基に（第3報）

○川鉄病院付属高等看護学院（非）小保方稔子　女子栄養大学（非）三善勝代

　お茶の水女子大家政鵜沢由美子　　　　共栄学園短大生活学科山田祐子

第１報に同じ。ここでは仕事の現状に焦点をあてる。すなわち、事業の
PR方法、仕事時間・日数、事業目標、楽しみ、座右の銘、苦労等につ

【結果】(I)事業の形態は多岐にわたり、並列的には必ずしも比べられないが、会社組織、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　==　　＝　　ふ　　八lJtJ-一．･･「|-|/5遍｀こlT’f5’'1/･Q4-●w’ﾉ/3｀‾¶゛゛ミノ・」4rSr”4’｀=Fww　‾’ミあるいはその一部という形をとっているものは55件中、16件であった。②採算面につい

ては自活可能か否かを指標としたが、23件(42％)が自活出来る収入を得ていた。借り

入れは、開始時の９件が、23件に増えていた。そのうちの15件は、借金を「凛

にならない」としていた。また、借り入れのあるもののうち自活出来ると回答したのは
　　‾　･”’　d　‾‾　　　　y　・　　””’－14件であーた。③PR方法として多かったのは開始時と同様、「チラシ」と「ロコ｡ﾐ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　-&　　　･･a-●－－･1ﾂ&-

であったが、「特に何もしていない」という回答が「チラシ」と並んで14件と最も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■㎜㎜･･=-　a-■-.･.
　＝　－　　　　W　　■W・’－－　　　　　　㎜なっていたぶ④仕事時間・日数は決して少ない方ではないが、自己の裁量で調節出来る
ためか、楽しみながらフレキシブルに働いている人も多かった。⑤事業目標としては「社
会への還元」や「出会い」といった、社会や人とのかかわりに関する回答が40件にのばっ
た。楽しみについては、「人との出会い」とした回答が26件と最も多く、座右の銘につ

いても、誠実や真心という「他者への心のもち方士に関する回答が最も多かった（17件）。
⑥このように、あくまでも金儲け主義ではなかったが、実際に苦労する点としては［人

と金］であることが指摘された。

I Aa- 4 ｢セルフ エンプロイド」女性たちの生活と意識

○共栄学園短大生活学科

　川鉄病院付属高等看護学院

山田祐子
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世田谷区での1991年調査を基に

　　　　　　　　　　(第４報)

女子栄養大学（非）三善勝代

お茶の水女子大家政　鵜沢由美子

【目的・方法】第１報に同じ。ここでは、「セルフ・エンプロイド」女性と家族や周囲と

の人間関係に焦点をあてる。すなわち、仕事開始時点での家族や周囲の反応、それらの反

応に対する本人の感想、家族関係の変化、家族との関係の将来設計について述べる。

　【結果】①仕再開始時における反応の件数は、家族よりも周囲からのらの力侈かった。子

供たちは自然に受け入れ、夫は協力的であるが、父母やキョウダイでは、計15件が資金援

助などの具体的協力を行っており、また、周囲の人たちも顧客になったり手伝いをしてい

た。②家族や周囲からどのような反応を受けようと、対象者たちは仕事への意欲を減退さ

せたりショックを受けたりはしていない。全体的に、そうした反応に対し、感謝などのプ

ラス思考こそすれ、それらに左右されることはなかった。③関係の変化については、変化

のない場合や肯定的変化が多く、否定的変化はごく少数にすぎなかった。④夫婦の将来設

計について、「未定」の回答は２件のみで、各々主体的な内容の将来設計をたてていた。

なお、「夫とはそれぞれ別のことをする」という回答がlQ件あった。子供に対する期待に

ついては、その将来について子供自身の意志を尊重していた。老親介護については、自分

が係わることを前提とする回答が目立ち（19件）、サービス利用にも抵抗をもたず、親族

間などで適切な分担をし、合理的に進めていく対処の仕方を志向していた。
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